
2010年（平成22年） 12月 第15号

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校
、
創
立
~

6
0周
年
記
念
事
業
に
当
た
り
、
同
窓
会
員
~

は
も
と
よ
り
、
地
域
の
皆
様
方
か
ら
ご
理
~

解
と
ご
支
援
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
~

さ
て
、
創
立

50
周
年
以
降
の

10
年
間
、

i

母
校
で
は
、
1
2回
の
相
互
交
換
派
遣
を
致
~

し
た
オ
ラ
ン
ダ
王
国
と
の
姉
妹
校
交
流
、
~

カ
ク
メ
ロ
を
始
め
と
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
~

活
動
、
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
イ
ン
~

タ
ー
ハ
イ
出
場
、
卓
球
部
及
び
陸
上
部
の
~

東
海
大
会
出
場
、
野
球
部
の
夏
の
大
会

5
~

回
戦
進
出
な
ど
研
究
活
動
や
部
活
動
な
ど
~

の
活
躍
に
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
~

す
。

そ
し
て
、
そ
れ
ら
に
よ
っ
て
培
わ
れ
~

る
国
際
感
覚
、
研
究
心
、
忍
耐
力
、
勤
労
~

精
神
な
ど
を
備
え
た
人
づ
く
り
を
通
し
~

て
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
が
よ
り
確
か
な
~

も
の
と
な
っ
て
き
ま
し
た

。

そ
こ
で
、

6
0
~

周
年
記
念
事
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
母
校
~

の
諸
活
動
を
支
援
し
、
さ
ら
な
る
躍
進
を
~

遂
げ
て
い
た
だ
く
た
め
、
同
窓
会
．
P
T
A
ぶ

国
際
交
流
基
金
の
補
填
、
部
活
動
等
へ
の
~

援
助
、
記
念
誌
の
発
刊
を
柱
と
す
る
記
念
~

事
業
を
計
画
し
て
、
募
金
を
行
っ
て
参
り
~

ま
し
た
。

昨
今
の
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中
、
~

記
念
事
業
の
躍
進
の
た
め
、
ひ
と
か
た
な
~

ら
ぬ
ご
援
助
を
賜
り
、
母
校
に
対
す
る
地
~

域
や
同
窓
生
か
ら
の
期
待
の
大
き
さ
を
痛
~

感
し
ま
し
た
。

皆
様
か
ら
の
ご
厚
意
は
、
母
校
の
今
後
~

の
活
躍
を
支
援
し
、
さ
ら
な
る
躍
進
の
た
~

め
に
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

そ
し
て
、
~

そ
の
成
果
は
生
徒
達
の
心
の
支
え
と
な
~

り
、
末
永
く
語
り
継
が
れ
て
い
く
も
の
と
~

思
い
ま
す
。

最
後
に
母
校
の
ま
す
ま
す
の
躍
進
を
祈
~

念
し
お
礼
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す

。

~

同窓会会長

鈴木逹司

~
る
期
待
と
本
校
の
使
命
は
、
創
立
以
来
現

~
在
も
変
わ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん。
今
後

~
も
地
域
社
会
の
発
展
の
た
め
に
、
時
代
の

i

変
化
に
即
応
し
た
農
業
教
育
を
推
進
し
、

~
将
来
の
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
を
育
成
し
な
け

~
れ
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す

。

私
ど

~
も
教
職
員
は
、
こ
の
記
念
す
べ
き
六
十
周

i

年
を
契
機
と
し
て
、
創
立
の
精
神
を
再
認

~
識
し
、
先
輩
各
位
の
築
か
れ
た
歴
史
と
伝

同
窓
生
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
御
健
~
統
を
引
き
継
ぎ
、
地
域
社
会
の
期
待
に
一

勝
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま

i

層
応
え
る
た
め
、
心
を
新
た
に
本
校
発
展

た
、
日
頃
は
本
校
の
教
育
活
動
に
御
理
解

i

の
た
め
全
力
を
尽
く
す
所
存
で
あ
り
ま
す
。

と
御
支
援
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
~
私
は
、
今
後
も
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
と
ら

げ
ま
す

。

特
に
、
本
年
創
立
六
十
周
年
を
~
え
て
、
目
の
前
に
い
る
生
徒
一
人
ひ
と
り

迎
え
る
に
当
た
り
、
同
窓
会
に
お
か
れ
ま

i

の
潜
在
能
力
を
引
き
出
し
、
大
き
く
成
長

し
て
は
、
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
実
行

i

さ
せ
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
大
切
な
生

委
員
会
を
組
織
し
、
国
際
交
流
基
金
へ
の

i

徒
ゆ
え
に
、
愛
情
を
込
め
て
厳
し
く
指
導

寄
付
、
部
活
動
へ
の
援
助
、
記
念
誌
の
発

i

し
、
伸
ば
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

刊
等
の
事
業
を
計
画
、
実
施
し
て
く
だ
さ
~
創
立
六
十
周
年
を
契
機
に
、
魅
力
と
活
力

い
ま
し
た
こ
と
に
対
し
、
本
校
職
員
を
代

i

あ
る
学
校
づ
く
り
を
よ
り
一
層
推
進
し
た

表
し
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

i

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
地
域
に
貢
献
で
き

昭
和
二
十
六
年
の
開
校
以
来
、
本
校
に
~
る
人
材
の
育
成
と
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
渥

は
地
域
農
業
の
後
継
者
お
よ
び
地
域
産
業
~
美
農
業
高
校
を
め
ざ
し
、
全
教
職
員
の
協

の
担
い
手
の
育
成
が
地
域
か
ら
強
く
求
め
~
力
を
得
て
、
日
々
の
教
育
活
動
に
全
力
で

ら
れ
て
き
ま
し
た
。
時
代
の
変
遷
と
と
も
~
取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

に
教
育
内
容
の
改
善
と
学
科
改
編
等
を
重

i

今
後
も
同
窓
生
の
皆
様
の
御
理
解
と
御

ね
て
き
ま
し
た
が
、
地
域
か
ら
寄
せ
ら
れ
~
支
援
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す。

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校

創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
目
録
贈
呈
式

平
成
二
十
二
年
七
月
十
五
日
、
愛
知
県
立
渥
~

美
農
業
高
等
学
校
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
目
~

録
贈
呈
式
が
、
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
実
行

i

委
員
、
生
徒
教
職
員
、
総
勢
五
三
九
名
が
参

i

集
し
、
母
校
体
育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
~

式
典
報
告
は
以
下
の
と
お
り
で
す

。

~

一
、
次
第

(
-
）
開
式
の
こ
と
ば

（
二
）
愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校

創
立
六
十
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

（
三
）
記
念
事
業
目
録
贈
呈

（
四
）
来
賓
祝
辞

（
五
）
来
賓
紹
介

（
六
）
生
徒
代
表
誓
い
の
こ
と
ば

校 長

鈴木和昭

同
窓
令

報
発
行

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校

¥FAXL冒
い
ー
1
2
2
1
6
i
2

（
七
）
校
長
謝
辞

（
八
）
閉
式
の
こ
と
ば

（
九
）
愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校
同
窓
会
・

P
T
A
国
際
交
流
実
行
委
員
会

姉
妹
校
派
遣
研
修
報
告

二
、
実
行
委
員
長
あ
い
さ
つ

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校

創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会

委
員
長
河
辺
勝
已

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校
創
立
六
十
周

年
記
念
事
業
目
録
贈
呈
式
に
当
た
り
、
記
念
事

業
実
行
委
員
会
を
代
表
し
て
ニ
―
-
＝
ご
挨
拶
を
申

し
上
げ
ま
す
。
本
校
は
、
戦
後
の
復
興
は
農
村

の
繁
栄
に
あ
り
、
渥
美
郡
の
農
業
の
振
興
は
人

材
育
成
に
あ
り
と
の
理
念
か
ら
、
昭
和
二
十
六

~
年
、
地
元
十

一
町
村
の
総
意
と
請
願
に
よ
っ
て
~

~
創
立
さ
れ
ま
し
た。

そ
し
て
、
六
十
周
年
を
迎
~

i

え
る
に
至
り
、
現
在
で
は
同
窓
生
の
数
は
一
万

i

~
名
を
超
え
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
そ
の
九
十
％
~

~
以
上
の
方
が
、
田
原
市
と
豊
橋
市
に
在
住
し
、
~

~
農
業
を
中
心
と
し
た
地
域
産
業
に
携
わ
っ
て
い
~

口
る
こ
と
を
皆
さ
ん
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か

。

~

~
さ
て
、
西
暦
二
0
0
0
年
の
五
十
周
年
以
降
~

~
の
十
年
間
に
は
、
渥
農
生
徒
達
の
目
覚
ま
し
い
~

~
活
躍
が
あ
り
ま
す。

香
港
で
商
標
登
録
し
販
売
~

~
を
開
始
し
た
カ
ク
メ
ロ
を
は
じ
め
と
し
た
プ
ロ
~

~
ジ
ェ
ク
ト
活
動
、
男
子
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部
の
イ
~

~
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
、
卓
球
部
及
び
陸
上
部
の
東
~

~
海
大
会
出
場
、
夏
の
大
会
で
は
五
回
戦
に
進
出
~

~
す
る
実
力
を
つ
け
た
野
球
部
を
は
じ
め
と
す
る
~

~
部
活
動
、
ま
た
、
職
業
意
識
を
育
成
す
る
こ
と
~

~
を
目
的
と
し
た
渥
農
ふ
れ
あ
い
ア
グ
リ
体
験
な
~

~
ど
、
活
気
に
溢
れ
て
い
ま
す

。

~

~
そ
こ
で
、
渥
美
農
高
生
徒
諸
君
の
活
躍
を
援
~

~
助
し
、
さ
ら
な
る
躍
進
を
期
す
る
た
め
に
、
渥
~

~
美
農
業
高
等
学
校
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
の
~

~
目
的
を
、

に
、
同
窓
会
．
P
T
A

国
際
交
流
基
金
の
~

~
第
一

~
補
填

~
第
二
に
、
部
活
動
へ
の
援
助

~
第
三
に
、
記
念
誌
の
発
刊

~
と
し
て
推
進
し
て
参
り
ま
し
た

。

こ
の
た
び
の
~

~
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
に
対
し
ま
し
て
は
、
~

~
趣
旨
に
ご
賛
同
い
た
だ
い
た
地
元
産
業
界
、
旧
~

~
職
員
、
篤
志
家
、
同
窓
生
の
方
々
な
ど
か
ら
格
~

~
別
な
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し
た

。

私
は
~

~
母
校
を
訪
れ
た
と
き
、
校
長
先
生
を
は
じ
め
先
~

~
生
方
の
指
導
が
行
き
と
ど
い
た
生
徒
諸
君
の
す
~

~
ば
ら
し
い
あ
い
さ
つ
に
感
心
し
て
い
ま
す

。

地
~

~
域
の
方
々
に
も
ぜ
ひ
一
度
、
渥
美
農
高
を
訪
れ
~

・
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
と
勧
め
て
い
ま
~

~
す。

生
徒
諸
君
が
、
渥
美
農
高
の
た
め
に
格
別
~

~
の
ご
支
援
と
ご
協
力
を
く
だ
さ
っ
た
方
々
の
ご
~

~
厚
意
に
こ
た
え
る
た
め
一
層
の
努
力
を
し
て
く
~

---

町
だ
さ
い
。
ま
た
、
さ
ら
に
向
上
し
よ
う
と
す

る
心
を
も
っ
て
、
日
々
の
高
校
生
活
に
最
善

を
尽
く
す
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

最
後
に
渥
美
農
業
高
校
六
十
周
年
記
念
事

業
に
、
ご
支
援
ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆

様
方
に
、
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
、
私
の
あ

い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

三
、
目
録
贈
呈

実
行
委
員
長
河
辺
勝
巳
様
よ
り
生
徒
会
長

大
谷
将
嗣
君
に
記
念
品
目
録
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た
。

マ
リ
ン
バ
ピ
ッ
コ
ロ

テ
ィ
ン
パ
ニ
各

一
台

一
、
パ
ソ
コ
ン
四
台

一
、
卓
球
ゲ
ー
ム
マ
シ
ー
ン
一
台

一
、
テ
ン
ト
一
張

一
、
練
習
指
揮
台
一
台

一
、
投
光
器
四
台

右
、
母
校
創
立
六
十
周
年
記
念
事
業
記
念
品

と
し
て
寄
贈
す
る
。

平
成
二
十
二
年
七
月
十
五
日

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校

創
立
六
十
周
年
記
念
事
業

実
行
委
員
長

四
、
来
賓
祝
辞
（
要
約
）

愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校

同
窓
会
長
鈴
木
逹
司

母
校
の
創
立
六
十
周
年
記
念
に
当
た
り
、

同
窓
会
を
代
表
し
て
お
祝
い
を
申
し
上
げ
ま
す
。

皆
さ
ん
ご
存
じ
の
通
り
、
本
校
と
オ
ラ
ン

ダ
王
国
ウ
エ
ラ
ン
ト
カ
レ
ッ
ジ
と
の
姉
妹
校

交
流
は
、
創
立
五
十
周
年
の
記
念
事
業
と
し

て
始
ま
り
、
今
年
第
十
二
回
目
の
派
遣
団
を

送
り
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、
地
域
の
国
際

化
推
進
と
国
際
感
覚
を
持
っ
た
人
づ
く
り
を

通
し
て
地
域
の
振
興
に
寄
与
し
て
お
り
ま
す
。

本
校
の
国
際
交
流
事
業
の
大
き
な
特
徴
は
、

ホ
ー
ム
ス
テ
イ
を
通
し
た
体
験
学
習
を
中
心

と
し
、
研
修
で
得
た
知
識
や
技
術
を
地
域
の

国
際
化
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
こ
と
で
す
。

先
ほ
ど
実
行
委
員
長
さ
ん
の
ご
挨
拶
に
も

あ
り
ま
し
た
が
、
最
近
の
母
校
の
活
躍
に
は

目
覚
ま
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
同
窓
生
と

し
て
大
変
喜
ば
し
く
思
い
ま
す
。
同
窓
会
と

し
て
は
、
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た

り
、
母
校
の
活
躍
を
援
助
し
、
さ
ら
な
る
躍

進
を
期
す
る
た
め
、
記
念
事
業
に
賛
同
し
て

参
り
ま
し
た
。
同
窓
会
員
を
始
め
地
域
産
業

界
な
ど
、
多
数
の
方
々
よ
り
本
事
業
に
ご
支

援
を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

―
―
十
一
世
紀
は
、
食
料
と
環
境
の
時
代
と

い
わ
れ
、
農
業
が
必
ず
見
直
さ
れ
る
時
代
で

一
、
楽
器 目

録

河
辺

勝
巳

~
五
、
校
長
謝
辞
（
要
約
）

~
愛
知
県
立
渥
美
農
業
高
等
学
校

校

長

鈴

木

和

昭

~
本
年
創
立
六
十
周
年
を
迎
え
る
に
当
た
り

~
同
窓
会
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
記
念
事
業
実
行

~
委
員
会
を
組
織
し
、
国
際
交
流
基
金
へ
の
寄
付
、

~
部
活
動
へ
の
援
助
、
記
念
誌
の
発
刊
な
ど
の
事

~
業
を
計
画
、
実
施
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
こ
と

~
に
対
し
、
本
校
職
員
を
代
表
し
て
厚
く
お
礼
申

~
し
上
げ
ま
す

。

~
さ
き
ほ
ど
は
記
念
事
業
記
念
品
と
し
て
、
各

~
部
活
動
強
化
の
た
め
に
高
額
な
品
々
を
多
数
寄

~
贈
い
た
だ
き
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

~
た

。

こ
れ
ら
の
品
々
を
日
々
の
部
活
動
に
お
い

口
店
用
し
、
よ
り
一
層
の
競
技
力
向
上
に
結
び

~
つ
け
て
行
き
ま
す
。

ま
た
、
こ
の
記
念
す
べ
き

~
六
十
周
年
を
契
機
と
し
て
、
創
立
の
精
神
を
再

~
認
識
し
、
先
輩
各
位
の
築
か
れ
た
歴
史
と
伝
統

~
を
引
き
継
ぎ
、
地
域
に
貢
献
で
き
る
人
材
の
育

~
成
と
地
域
か
ら
愛
さ
れ
る
生
徒
・
学
校
を
め
ざ

~
し
、
日
々
の
教
育
活
動
に
全
力
で
取
り
組
む
所

~
存
で
す

。

~
六
、
生
徒
代
表
誓
い
の
こ
と
ば

生
徒
会
長
大
谷
将
嗣

~
た
だ
今
、
愛
知
県
宣
渥
美
農
業
高
等
学
校
創

~
立
六
十
周
年
記
念
事
業
実
行
委
員
会
を
代
表
し

□

J

委
員
長
の
河
辺
勝
巳
様
よ
り
、
楽
器
、
パ

~
ソ
コ
ン
、
卓
球
ゲ
ー
ム
マ
シ
ー
ン
、
テ
ン
ト
、

~
練
習
指
揮
台
、
投
光
器
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し

~
た
。
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

。

生

口
促
を
代
表
し
て
心
か
ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

~
私
た
ち
生
徒
一
同
は
、
諸
先
輩
や
地
域
の

~
方
々
の
期
待
に
応
え
る
た
め
、
今
後
も
精
一
杯
、

丁
勉
学
や
部
活
動
な
ど
に
励
み
、
母
校
の
名
前
を

~
高
め
て
い
く
こ
と
を
誓
い
ま
す
。 讀

あ
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
こ
の
事
業
を
機

に
、
母
校
の
さ
ら
な
る
発
展
を
切
望
し
、
母
校

の
六
十
周
年
を
お
祝
い
し
、
今
後
益
々
の
発
展

を
心
よ
り
お
祈
り
し
、
お
祝
い
の
言
葉
と
い
た

し
ま
す
。
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卓
球
部
顧
問

現
在
、
渥
美
農
業
高
校
卓
球
部
は
、
男
子

14
名
、
女
子
10
名
で
活
動
し
て
い
ま
す
。
男

子
の
人
数
が
若
干
少
な
く
な
り
ま
し
た
が
、

2
年
前
久
し
ぶ
り
に
女
子
が
入
部
し
、
少
し

華
や
か
な
惑
じ
に
な
っ
て
い
ま
す
。
活
動
成

績
は
、
男
子
に
お
い
て
は
平
成
14
年
か
ら
現

在
ま
で
東
三
河
大
会
で
ベ
ス
ト

4
を
外
し
た

こ
と
は
な
く
、
常
に
県
大
会
出
場
を
果
た
し

て
い
ま
す
。
し
か
し
、
東
海
大
会
、
全
国
大

会
の
壁
は
厚
く
、
愛
工
大
名
電
高
校
、
杜
若

高
校
の

2
強
と
桜
丘
、
岡
崎
城
西
等
に
阻
ま

れ
、
な
か
な
か
上
位
大
会
へ
出
場
す
る
こ
と

が
で
き
ま
せ
ん
。
な
ん
と
か
、
県
ベ
ス
ト

4

の
壁
を
破
っ
て
東
海
大
会
や
全
国
大
会
へ
出

場
し
た
い
と
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
O

B
に
も

な
じ
み
の
深
い
高
校
リ
ー
グ
は
、
残
念
な
が

ら
現
在
2
部
で
す
。
昨
年
度
ま
で
は

1
部
を

キ
ー
プ
し
、
桜
丘
や
岡
崎
城
西
を
破
っ
て

1

部
4
位
に
も
な
り
ま
し
た
が

2
部
へ
降
格
し

て
し
ま
い
ま
し
た
。
現
在
の

2
部
校
は
相
当

強
い
の
で

1
部
昇
格
も
な
か
な
か
困
難
で
は

あ
り
ま
す
が
、
早
く

1
部
の

6
校
へ
戻
れ
る

よ
う
頑
張
り
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
、
中

部
日
本
卓
球
選
手
権
大
会
や
東
海
卓
球
選
手

権
大
会
へ
も
こ
れ
ま
で
に
多
く
の
選
手
が
出

場
し
て

い
ま
す
。
続
い
て
女
子
で
す
が
、

2

年
前
に
入
部
し
た
ば
か
り
で
な
か
な
か
結
果

を
残
す
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
昨

年
度
の
新
人
戦
東
三
河
予
選
で
は

5
位
と
な

り
、
初
め
て
県
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
満

を
持
し
て
臨
ん
だ
今
年
度
の
高
校
総
体
東
三

河
予
選
で
は
、
惜
し
く
も
ベ
ス
ト
4
を
逃
し
、

昨
年
度
同
様
の

5
位
に
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
た
だ
、
男
子
同
様
、
全
員
や
る
気
を
持
っ

て
練
習
に
取
り
組
ん
で
い
る
の
で
、
必
ず
近

い
将
来
良
い
結
果
が
出
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

渡

辺

廣

嗣

食
品
科
学
部
顧
問

榊

原

範

恵

み
な
さ
ん
、
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
っ
て
好
き
で

す
か
？
「
嫌
い
だ
！
食
べ
た
こ
と
も
な
い
。
」

【平成21年度会計監査報告】
過日、平成21年度末までの会計監査を実施致しました結果、関係諸帳簿及び領収内等よく

整備されており通帳等との残高照合したところ、適切に処理されていたので御報告致します。

平成22年4月28日

監査員宮下和彦

渥美農業高校創立60周年記念事業会計決算書
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■

卓
球
部

第
43
回
愛
知
県
全
三
河
新
人
卓
球
大
会
(
4
/
2
5
)

一
般
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

ベ
ス
ト
8
馬
場
彩
華
(
3
D
)

平
成
22
年
度
愛
知
県
高
校
総
体
東
三
河
予
選

(
5
/
1
.
3
)
 

高
校
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

7
位
伊
藤
孝
浩
(
3
C
)

8
位
太
田
将
人
(
3
B
)

9
位
山
田
悠
大
(
2
B
)

高
校
男
子
ダ
ブ
ル
ス

5
位
伊
藤
孝
浩
(
3
C
)
太
田
将
人
(
3
B
)

男
子
団
体

3
位
伊
藤
孝
浩
(
3
C
)
太
田
将
人
(
3
B
)

紅
林
元
樹
(
3
C
)
藤
井
亮
輔
(
2
B
)

杵
築
祐
生
(
1
A
)
山
田
悠
大
(
2
B
)

荒
木
康
平
(
2
B
)
宮

本

要

(
3
B
)

以
上
、
県
大
会
出
場

女
子
団
体

5
位
馬
場
彩
華
(
3
D
)
松
下
佳
容
子
(
3
D
)

杉
原
愛
美
(
3
D
)
佐
藤
由
里
子
(
3
D
)

樽
谷
朋
美
(
2
D
)
山
本
愛
梨
(
2
c
)

吉
田
英
里
(
1
A
)
藤
代
江
里
菜
(
1
D
)

第
34
回
三
遠
新
人
卓
球
大
会
(
5
/
15)

高
校
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

3
位
杵
築
祐
生
(
1
A
)

ベ
ス
ト
16

根
木
和
輝
(
1
C
)

高
校
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

2
位
馬
場
彩
華
(
3
D
)

ベ
ス
ト
8
樽
谷
朋
美
(
2
D
)

平
成
22
年
度
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会

(
5
/
22.29) 

男
子
団
体

ベ
ス
ト
8
伊
藤
孝
浩
(
3
C
)
太
田
将
人
(
3
B
)

紅
林
元
樹
(
3
C
)
藤
井
亮
輔
(
2
B
)

杵
築
祐
生
(
1
A
)
山
田
悠
大
(
2
B
)

荒
木
康
平
(
2
B
)
宮

本

要

(
3
B
)

高
校
男
子
ダ
ブ
ル
ス

ベ
ス
ト
16
伊
藤
孝
浩
(
3
C
)
太
田
将
人
(
3
B
)

平
成
22
年
度
国
民
体
育
大
会
東
三
河
予
選
(
6
/
13)

少
年
男
子
シ
ン
グ
ル
ス

太
田
将
人
(
3
B
)
伊
藤
孝
浩
(
3
c
)

山
田
悠
大
(
2
B
)
紅
林
元
樹
(
3
c
)

以
上
推
薦
県
大
会
出
場

紅
林
元
樹
(
3
c
)

杵
築
祐
生
(
1
A
)

~
オ

3

D

小

林

愛

~
今
回
、
オ
ラ
ン
ダ
派
遣
研
修
で
オ
ラ
ン
ダ
の

~
■
陸
上
競
技
部

~
第
6
4回
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
~
日
常
生
活
や
食
文
化
、
農
業
に
触
れ
る
こ
と
が

~
東
三
河
予
選
会

(
5/
1
.
2

）
~
で
き
ま
し
た。
オ
ラ
ン
ダ
で
は
、
気
温
が
5
月

~
の
北
海
道
く
ら
い
で
少
し
肌
寒
か
っ
た
け
れ

"
4
0
0
m
6

位
山
本
将
司

(
3
c
)
~

.
1
1
0
m
H
1

位
西
澤
翔

(
3
A
)
~

~
4
0
0
m
H
6

位
山
本
将
司

(
3
C
)
i
ど
日
中
は
暑
く
な
り
ま
し
た
。

主
食
は
パ
ン
で

~5 

0
0
 
0
m
6

位
森
下
雅
也

(
3
C）
~
サ
ン
ド
ウ
ィ
ッ
チ
が
多
く
バ
タ
ー
を
ぬ
り
チ
ー

~
ズ
と
生
ハ
ム
を
は
さ
み
ま
し
た

。

日
本
料
理
と

~
走
幅
跳

2

位
樅
山
雅
峰

(
2
A
)
~

や
り
投

2

位
林
伸
悟

(
3
B
)
~

~
4
x
l
O
o
m
R
~

比
べ
料
理
の
種
類
が
少
な
い
と
思
い
ま
し
た

。

B
．

金

金

金

費

入

計

立口

.
6

位
林
伸
悟

(
3
B
)西
澤
翔

(
3
A）
~
農
業
で
は
日
本
と
の
規
模
の
違
い
に
驚
き
ま
し

・
山
本
将
司

(
3
C)樅
山
雅
峰
(
2
A
)
~

の

越

会

付

購

収

入

項

た
。
ま
た
、
牛
、

馬
、
羊
が
と
て
も
多
く
放
牧

以
上
、
県
大
会
出
場
~

ー
諏
亡
戸

多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
多
ク
ー
，

I
f
I
I
I

多
多

'
I
I
I
I

多
'
I
,
1

多

9
~

第
7
0回
愛
知
陸
上
競
技
選
手
権
大
会
東
三
河
予
選
会
i
さ
れ
て
い
ま
し
た

。

(
6/
5
.
6

）
~
私
は
、
派
遣
研
修
に
参
加
す
る
こ
と
が
で
き

~
普
段
の
活
動
は
、
中
学
ま
で
の
経
験
の
浅
~
「
大
好
き
だ
か
ら
い
つ
も
食
べ
て
る
。
」
と
、
~

~
本
当
に
良
か
っ
た
で
す

。

言
葉
の
違
い
や
食
文

"
4
0
0
m
1

位
山
本
将
司

(
3
C
)
~

1
1
0
m
H

西
澤
翔

(
3
A
)
~

~
い
選
手
が
多
い
た
め
、
ほ
と
ん
ど
休
み
も
な
~
い
ろ
い
ろ
な
人
が
い
る
と
思
い
ま
す

。

で
も
、
"

~
4
0
0
m
H
1

位
山
本
将
司

(
3
C）
~
化
の
違
い
で
大
変
な
部
分
も
あ
っ
た
け
れ
ど

~
く
、
毎
日
の
練
習
も
長
時
間
に
渡
っ
て
行
わ
~
サ
ラ
ダ
や
シ
チ
ュ
ー
の
わ
き
役
と
し
て
使
わ
~

；
て
い
ま
す

。

ま
た
、
な
る
べ
く
多
く
の
大

i
れ
る
ブ
ロ
ッ
コ
リ

ー

は
主
役
と
し
て
の
料
理
~
~
や
り
投

5
位
林
伸
悟

(
3
B）
~
色
々
と
成
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
と
思
い
ま

~4xloomR 
~
2

位
林
伸
悟

(
3
B
)西
澤
翔

(
3
A
)
i
す
。
言
葉
が
適
じ
な
く
て
も
気
持
ち
を
伝
え
る

口
＝
に
も
参
加
し
て
経
験
を
積
ま
せ
る
と
と
も
~
が
少
な
い
と
思
い
ま
せ
ん
か
？
し
か
も
、
ブ
~

口
に
、
練
習
試
合
を
数
多
く
組
ん
で
い
ま
す

。

~
ロ
ッ
コ
リ
ー
は
田
原
市
が
全
国
生
産
量
第

一

i

~
山
本
将
司

(
3
C)樅
山
雅
峰
(
2
A）
~
こ
と
も
で
き
ま
し
た

。

ま
た
、
集
団
行
動
の
大

~
練
習
試
合
の
相
手
も
他
県
の
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
~
位
な
の
で
す

。

ご
存
知
で
し
た
か
？
~

.
4
x
4
0
0
m
R
~

変
さ
や
人
の
話
を
し
っ
か
り
聞
く
こ
と
の
大
切

.
3

位
西
澤
翔

(
3
A
)樅
山
雅
峰
(
2
A
)
~

~
出
場
校
や
県
ベ
ス
ト
4

に
入
る
学
校
が
ほ
と
~
私
た
ち
食
品
科
学
部
は
こ
の
ブ
ロ
ッ
コ
~

~
さ
に
改
め
て
気
づ
か
さ
れ
ま
し
た

。

岩
本
康
平
(
3
B
)山
本
将
司
(
3
c
)
~

i
ん
ど
で
、
こ
れ
に
よ
っ
て
選
手
の
レ
ベ
ル
が
~
リ
ー
に
注
目
し
、
三
年
生
五
名
、
二
年
生
一
~

~
短
期
間
に
飛
躍
的
に
向
上
し
て
い
る
と
考
え
~
名
で
研
究
を
開
始
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
ブ~
~
1
5
0
0
m
4

位
松
葉
彩

(
1
c
)
~

~
て
い
ま
す。
た
だ
、
ま
だ
ま
だ
技
術
的
に
も
~
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
使
っ
た
メ
ロ
ン
パ
ン
、
そ
の

i

一■ソ
〖
直
冠
ニ
ス
部

4

位
鈴
木
三
菜
穂

(
3
c
)

一
ォ[gム勺ゆ
臼
紅t
土9で
ご
さ
〇
り
己
g

~J;
ごP

2

A

河

合

捷

太

~
第
6
4回
愛
知
県
高
等
学
校
総
合
体
育
大
会
~

~
精
神
的
に
も
未
熟
な
選
手
と
監
督
で
す
の
で
、
~
名
も
「
メ
ロ
ッ
コ
リ
ー
」
を
造
り
上
げ
ま
し
た

。

~

東
三
河
予
選
会
(
4/
2
5
)
~

~
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
精
進
し
、
新
し
い
技
術
や
~
第
三
回
し
み
ん
の
広
場
で
の
試
食
ア
ン
~

今
回
、
オ
ラ
ン
ダ
に
行
っ
て
、
色
々
な
体

吉
田
英
樹
(
3
B
)

．

ニ
考
え
方
を
積
極
的
に
取
り
入
れ
て
、
団
体
でi
ヶ
ー
ト
を
始
め
に
、
校
内
と

P
T
A

総
会
で
~

宮
原
司

(
2
c）
~
験
を
し
ま
し
た

。

そ
の
中
で
、
最
も
大
変
だ

~
東
海
や
全
国
へ
行
け
る
よ
う
頑
張
っ
て
い
き
~
の
販
売
で
既
に
食
べ
ら
れ
た
方
も
い
ら
っ

~

~
と
思
っ
た
の
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
人
と
英
語
で

以
上
、
県
大
会
出
場
~

~
た
い
と
思
い
ま
す
。
ま
た
日
頃
は
、
多
く
~
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す

。

今
年
は
低
温
に
よ
り
~

~
話
す
こ
と
で
し
た。

で
も
、
自
分
か
ら
ど
ん

~
の
O
B

の
方
々
が
大
会
の
応
援
に
来
て
く
だ
~
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
価
格
も
高
く
、
値
段
設
定
~

~
ど
ん
話
し
か
け
て
み
た
ら
、
慣
れ
て
き
た
の

~
さ
っ
た
り
、
差
し
入
れ
を
し
て
く
だ
さ
り
部
~
も
悩
み
ま
し
た
が
、
さ
す
が
！
渥
美
農
業
高
~

~
か
、
英
語
で
話
す
こ
と
に
不
安
を
感
じ
な
く

i
員
一
同
大
変
感
謝
し
て
い
ま
す

。

こ
れ
か
ら
＂
校
、
生
徒
の
一
人
の
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
農
家
か
~

~
も
、
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
、
ご
協
力
の
ほ
ど
よ
~
ら
融
通
し
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た

。

~

~
な
り
ま
し
た
。

自

分
の
知
っ

て
い
る
範
囲
の

：
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

。

~
本
当
は
も

っ

と
た
く
さ
ん
製
造
し
て
た
＜
~

~
英
語
で
話
し
て
、
そ
れ
が
相
手
に
伝
わ

っ
た

~
さ
ん
の
方
々
に
食
べ
て
も
ら
い
た
い
と
思っ

~

~
時
、
と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で
す

。

~
て
い
ま
す

。

で
す
が
、
販
売
す
る
に
は
製
造
~

~
あ
と
、
周
り
を
見
て
み
る
と
、
牛
や
羊
、

~
許
可
を
保
健
所
か
ら
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
~

~
ウ
マ
、
ヤ
ギ
な
ど
、
様
々
な
動
物
が
放
牧
さ

~
せ
ん
。

食
品
科
学
科
は
昨
年
、
イ
チ
ゴ
ジ
ャ
~

~
れ
て
い
て
、
放
牧
の
面
積
が
と
て
も
広
か
っ

~
ム
と
マ
ー
マ
レ
ー
ド
の
許
可
を
取
り
ま
し
た

。

~

~
た
で
す

。

牧
場
に
も
行

っ
た
り
し
て
、
乳
牛

~
し
か
し
、
許
可
を
受
け
る
に
は
お
金
も
時
間
~

~
が
た
く
さ
ん
い
て
、
と
て
も
び
っ
く
り
し
ま

~
も
掛
か
り
ま
す

。

そ
こ
で
、
私
た
ち
は
田
原
~

~
し
た
。

と
て
も
大
規
模
な
牧
場
で
し
た
。
日

~
市
内
に
あ
る
喫
茶
店
「T
's
」
に
協
力
し
て
も
~

~
本
と
の
畜
産
の
ち
が
い
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

~
ら
い
、
テ
ィ
ー
ズ
店
内
で
メ
ロ
ッ
コ
リ
ー
を
~

~
し
た

。

~
造
ら
せ
て
も
ら
い
ま
し
た。

~
ま
た
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
た
ち
も

~
ま
だ
ま
だ
普
及
の
た
め
の
問
題
は
山
積
み
~

~
優
し
い
人
ば
か
り
で
、
と
て
も
す
ご
し
や
す

~
で
す
が
、
特
産
品
「
メ
ロッ
コ
リ
ー
」
の

普

~

~
か
っ
た
で
す
。
こ
の
体
験
を
通
じ
て
、
少
し

~
及
を
目
指
し
て
活
動
を
続
け
て
い
き
ま
す
。

~

~
自
分
に
自
信
が
つ
い
て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

裟~
:、

.
 ふ
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項 目 決算額 摘 要

運営費 142,335 

振込手数料 71,400 募金振込料負担分

連絡通信費 28,817 切手他購入貿

会 議 賀 24,800 実行委員会会議経費

事務局事務費 15,848 実行委員長印他消耗品購入費

雑費 1.470 謝礼

事業費 10,844,033 

記念誌発刊費 865 305 9 0 0部

募金趣意霜印刷発送烈 1.190,515 9, 5 l 0部

同窓会報発行既 234 210 I • 6 9 0部

国際交流基金積立金 5,662,293 

渥美農業高校部活動設備 2891 710 

楽器 （マリンバ） 350,000 （吹奏楽部）

II (ピッコロ） 120,000 ” 
II (ティンパニ） 430000 ” 
パソ コ ン 658 560 （崖業クラプ部）

サーブマシン 540,000 （卓球部）

テント 82 950 （ソフ トテニス部）

練習指揮台 160,000 （バレーボール部）

投光器 550 200 （野球部）

合 計 10 986 368 

【監査報告】
愛知県立涯美農業高等学校創立60周年記念事業会計収入支出の執行状況について監査の結果、

会計処理及び諸帳簿 ・詔褪書類ともに適正かつ正確に処理されてい釦安たこん嘉と壱を報考夫告し心窒宮~o 

平成22年11月12日 監 査 員

監 査 員 桑 償D
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個
人
の
部

9
位

平成21年度決算書

額
額
額

済
済
残

入
出
引

収
支
差

予算額

33.406 

775.000 

1,594 

810.000 

収 入 済 額
支 出済額
残 額

1 . 収入の部
項目

寄付金

同窓会補助金

雑収入

合計

支出の部2
 

決算額

33,406 

775 000 ． 

゜゚
244 

808.650 

決

808,650円
742,279円
66,371円

（単位 ：円）

摘 要比較増減

o゚iss回生 155名 X5,000

゜二
△ 1.350 

項 目 当初予算 補正予算 流用増減 嗣後予算頷 支出済額 残額 摘要

会議費 60,000 

゜
0 60,000 43,044 16,956 

総会費 15,000 0 15,000 7 244 7,756 

役員会議毀 45,000 45,000 35,800 9,200 

事務局費 65,000 

゜
0 65,000 37,240 27,760 

通事務信用費品費
20,000 20,000 6.240 13,760 

一10,000 10,000 31,000 9,000 

専務局会議費 5,000 5,000 

゜
5,000 

事業黄 440,000 〇△300,000 140,000 I 29.700 10,300 

特別事業賀 50.000 △ 40,000 IO.ODO 10,000 

゜同窓会会報 250,000 △ 250,000 

゜゜
0 60月年襄業で発行

薙 OB音咸R 20,000 △ 10,000 10,000 

゜
10,000 

卒業記念品代 120,000 120,000 119,700 300 

積立金 200,000 0 300,000 500,000 500,000 

゜墓本金積立金 100,000 100,000 200,000 200,000 

゜特別専簗積立金 100,000 200,000 300,000 300,000 

゜慶弔費 35,000 35,000 32,295 2,705 3件

予備四 10,000 0 10,000 

゜
10,000 

合 目I a10,ooo 

゜
0 810,000 742,279 

（単位 ：円）

桑名重夫

（同窓会計へ返金）

（単位： 円）

算額 摘要

7,810,000 同窓生会員 ・企業等募金

3,940,544 同窓会会計 ・同租立金

753,552 預金利息他

12,504,096 

（単位：円）

少
年
女
子
シ
ン
グ
ル
ス

優
勝
馬
場
彩
華
(
3
D
)

3
位
松
下
佳
容
子
(
3
D
)

5
位
杉
原
愛
美
(
3
D
)

5
位
吉
田
英
里
(
1
A
)

ベ
ス
ト
24

筒
井
裕
香
(
1
A
)

以
上
、
県
大
会
出
場




